
１．はじめに

文化財施設は、その歴史的価値を保存するため、
可能な限り手を加えず、現状を維持することが求
められる。一方、重要な観光資源である文化財施
設は、多くの見学者が訪れるため、参道などの維
持管理方法についても工夫が必要である。
今回施工した『経ヶ峰伊達家墓所』�瑞鳳殿（仙
台市青葉区）参道脇の坂路は、森林に囲まれた境
内の参道である石畳階段脇の側道である（図－１、
２）。この側道は、階段のように段差がないため、
長い階段を登る事が困難なお年寄りなどがよく利
用する。
しかし、現場の坂路は、砂利舗装であるため、
雨天時に土砂が洗掘され、頻繁に砂利や土砂の補
充等のメンテナンスに苦慮している。
工事概要は、以下に示すとおりである。

工事概要
�１ 工 事 名：瑞鳳殿参道坂道舗装補修工事
�２ 発 注 者：�瑞鳳殿
�３ 工事場所：仙台市青葉区霊屋下
�４ 工 期：H２２年４月２日～
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文化財施設内における景観舗装の適用について

４３
環境管理

図―１ 参道下からの石階段の景観

図―２ 瑞鳳殿入口の景観
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２．現場における問題点

現場における問題点は次に示すとおりである。
①文化財施設内の舗装であることから、周辺の
景観と調和する舗装材料（自然な風合いの材
料）を選択する必要がある。
②長い石畳の階段を登る事が困難なお年寄りな
どがよく利用するため、歩行時において足へ
の負担軽減（衝撃吸収性能）がある材料を選
択するのが望ましいと考えられる。
③坂路であることから、雨天時に洗掘されない
よう、ある程度安定性があり、維持管理が容
易であるものが望ましい。

３．対応策と適用結果

�１ 舗装材料の選択
景観舗装材料の分類と特性の評価例を表－１に
示す。現場における問題点であげた３項目の条件
を満たす舗装材料の候補は、表－１の参考文献よ
り、景観系の材料から土系舗装および木質系舗装
があげられた。

表―１ 景観舗装材料の分類と特性の評価例１）

１）土木学会 舗装工学委員会 舗装工学ライブラリー５：街路
における景観舗装 P５９表３．５

次に土系舗装及び木質系舗装の中で、本現場に、
よりふさわしい舗装材料を表－２の通り比較検討
した。

表－２の比較表より、階段脇の坂路に使用する
材料は、歩行時の衝撃吸収や耐久性・景観との調
和を考慮し、弾性樹脂系の土系舗装（砂質土を主
骨材とする樹脂系自然土舗装）を選定した。

�２ 舗装構造・使用材料の決定
現地の調査結果から、樹脂系自然土舗装の施工
厚さは、t＝３．０～４．０cm（平均施工厚さ t＝３．５
cm）を標準とし、現地盤を不陸整正した後舗設
する。舗装構造は図－３に示すとおりとする。

表―２ 舗装材料の比較検討結果

図―３ 舗装断面
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�３ 試験施工
本施工の施工計画を検討するため、図－４、５
に示すとおり小規模の試験施工を実施し、以下の
３点について検討した。
①施工性
②養生期間
③供用状態の確認（安定性）

（試験施工結果）
①混合物の製造等人力施工であったが、材料の
可使時間等の施工性に問題は無かった。
②養生期間は、温暖期の施工であれば、１日程
度で解放可能である。
③歩行による破損・変形や降雨による土砂の流
出は無く、安定性及び耐久性に問題は見られ
なかった。

�４ 施工フロー
試験施工の結果をふまえ、図－６に示すフロー
で施工を実施した。施工状況は、図－７に示すと
おりである。

図―４ 試験施工路面状況

図―５ 路面の状況

図―６ 施工のフロー

図―７ 施工状況
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�５ 現場施工
現場施工は、日々の施工範囲を交通規制し実施
した。完成写真を図－８、９に示す。
仕上がり状況は良好で、景観と調和し歩行感覚
もソフトで歩きやすいと評価されている。

４．おわりに

近年の歴史ブームを背景に、参拝者の数が増加
傾向にある中での施工であったため、交通規制を
伴う日々の養生作業は、多くの労力を要した。
施工完了区間が多くなってくると、私たちの作
業内容を理解していただいた参拝者の方々から、
感謝の声や労いの言葉など温かい言葉を頂いた。
私たち作業を行っている者にとって、これらの
言葉はとても励みになり、施工日数の短縮や作業
員の作業に対する意欲向上に繋がり、とてもやり
がいのある現場となった。
また、図－１０に示すとおり、この近辺は、野生
のカモシカの生息域らしく、カモシカも喜んで本
施工箇所を通過している。

図―８ 施工完了（表参道下より）

図―９ 施工完了（表参道上より） 図―１０ カモシカ通過状況
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